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11nov.

1火　 ｢平成28年度・名古屋国税局納税表彰式｣
　　　KKRホテル名古屋　10：30
2水　青年部会・税務委員会事業
　　　第一部　署長講演会
　　　講師：名古屋中税務署長
　　　　　　野口 洋氏
　　　演題『 相続税のためのチェッ

クシートの活用方法』
　　　～誤りやすい具体例を中心に～
　　　第二部　パネルディスカッション
　　　テーマ『 税務コンプライアン

スの向上委員会！』
　　　 ～自主点検チェックシートの活用方法～
　　　愛知県芸術文化センター会議室　14：30～
3木　文化の日
4金　第15回・正副会長会議
　　　事務局会議室　11：00
5土　 第19回・中法人会TAX杯ミニサッカー大会
　　　 愛知県体育館 メインアリーナ　9：30～
7月　立冬
8火　第11回・総務委員会～講師選定～
　　　事務局会議室　10：30
10木　女性部会・研修委員会事業
　　　｢署長講演会」
　　　講師：名古屋中税務署長
　　　　　　野口 洋氏
　　　演題『 相続税のためのチェック

シートの活用方法』
　　　～ 女性（配偶者）に有利な節税例を中心に～
　　　女性部会・第４回理事会
　　　 ホテルオークラレストラン　11：00
11金　広報取材「この人」
　　　名古屋東照宮　13：00
　　　名誉宮司　児玉 覚氏
　　　宮　　司　児玉 健治氏
12土　｢暮らしの中の税金展」表彰式
　　　中日パレス　11：00
　　　｢暮らしの中の税金展」作品展示
　　　中日ビル２階ギャラリー・～13㈰
15火　｢平成28年度・名古屋中税務署納税表彰式｣
　　　KKRホテル名古屋　10：30
16水　御園支部事業
　　　｢第11回元気の出る会社訪問」
　　　講師：公認会計士　花野 康成氏
　　　演題「考えなくてはならない事業継承｣
　　　～どうなる長者町～
17木　広報取材「局長インタビュー」
　　　名古屋国税局長　垣水 純一氏
　　　名古屋国税局　13：30
18金　第４回・事業委員会
　　　事務局会議室　10：30
22火　決算期別研修会（10～12月期)
　　　昭和ビル9Fホール　13：30
23水　勤労感謝の日
24木　女連協・情報交換会
　　　ホテルキャッスルプラザ　14：00
　　　経営研究会・第４回幹事会
　　　きときと名古屋店　18：00

25金　大須支部事業・史跡探訪
　　　大和路を訪ねて～春日大社・興福寺
29火　青年部会・第６回役員会
　　　東京第一ホテル錦　18：30
　　　県連・税制講演会
　　　講師：中央大学法学大学院　教授
　　　　　　森信 茂樹氏
　　　演題「税で日本はよみがえる」
　　　ウインクあいち　14：30

12dec.

1木　愛知県法人会運営委員会
　　　ホテルキャッスルプラザ　14：30
6火　新栄・老松・千早支部合同事業
　　　第９回・社会貢献事業
　　　｢なぜ尾張はからくり人形か」
　　　～江戸・歌舞伎、上方・文楽に対し～
　　　講師：名古屋大学名誉教授
　　　　　　末松 良一氏
　　　演題「愛知ものづくりの源流 からくり人形」
　　　演者：九代 玉屋 庄兵衛
　　　実演 「茶運び人形｣ 

「二筆文字書人形｣ 
「弓曳童子」

　　　中日パレス　18：00
　　　経営研究会・第４回幹事会
　　　囲み屋　18：30
21水　冬至
23金　天皇誕生日

1
2017

jan.

6金　新年税務署長挨拶
　　　名古屋中税務署会議室　13：30
9月　成人の日
11水　第12回・総務委員会
　　　芳蘭亭　16：00
17火　名古屋中税務連絡協議会
　　　広報誌「税務なか127号」区分け作業
　　　名古屋中税務署会議室　13：30
19木　女性部会・第５回理事会
　　　事務局会議室　10：30
　　　県連・第13回理事会、賀詞交歓会
　　　名鉄グランドホテル　16：00
26木　新春賀詞交歓会＆記念講演会
　　　講師：つぼイノリオ氏
　　　中日パレス　18：00
27金　県連・専務理事会議
　　　大同生命ビル会議室　14：00

2feb.

8水　県連・事業委員会
　　　大同生命ビル会議室　12：00
9木　決算期別研修会（1・2月期）
　　　昭和ビル９Fホール　13：30～
10金　第15回・広報委員会
　　　事務局会議室　10：30
11土　建国記念日
13月　経営研究会・正副代表幹事会
　　　囲み屋　18：00
14火　市内９法人会合同講演会
　　　講師： 政治評論家 

加藤　清隆氏
　　　日本特殊陶業市民会館　13：30
　　　県連・厚生委員会
　　　大同生命ビル会議室　12：00
　　　全法連・税制セミナー
　　　ハイアット東京　13：00
15水　県連・広報委員会
　　　大同生命ビル会議室　12：00
20月　第10回・常任理事会
　　　昭和ビル９F会議室　14：30
21火　第34回　調査部所管法人会員経営者講演会
　　　講師：名古屋国税局長　垣水 純一氏
　　　ウエスティンナゴヤキャッスル　15：30
24金　県連・組織委員会
　　　大同生命ビル会議室　12：00
　　　全法連・総務委員会
　　　全法連会館　13：00
27月　県連・総務委員会
　　　大同生命ビル会議室　12：00

3mar.

1水　県連・広報委員会
　　　大同生命ビル会議室　12：00
6月　県連・専務理事会議
　　　大同生命ビル会議室　13：30
9木　女性部会・第６回理事会
　　　事務局会議室　10：30
　　　青年部会・第７回役員会
　　　東京第一ホテル錦　18：30
　　　第71回・東海法連三重大会
　　　法人会運営研究発表会
　　　ホテル花水木　13：30
14火　第12回理事会
　　　昭和ビル９Fホール　15：00
16木　第５回・税制委員会
　　　事務局会議室　10：30
20月　春分の日
22水　第11回・常任理事会
　　　昭和ビル９F会議室　14：30
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きました。
また、当時の徳島県連会長（阿波

銀行元頭取）が全法連の組織対策部
長でして、徳島県連挙げて会員加入
率増強に取り組んでおられたことか
ら、徳島税務署としても側面から協
力させていただいた記憶が残ってい
ます。
――資産課税系統の署長は初めてで
はないでしょうか。
私で55代ですが、今までたまたま

資産課税系統の署長がいなかっただ
けだと思います。「資産課税系統は、
名古屋中税務署長は務まらない」な
ど言われることのないよう頑張りた
いと思います。

イータ君、 
スクリーンデビュー！
――思い出に残る勤務地・仕事を教
えてください。
やはり徳島税務署の副署長時代が

思い出に残っています。知った人も
いない勤務地で初めての単身赴任、
仕事も初めての「管理・徴収、法人・
酒担当」で、初めて尽くしでした。
２年間終わって今に至れば、（税務
署のさくら連での）阿波踊り、（何

自由に議論（話）ができるような
「明るい（活気ある）職場環境を醸
成する」こと。③定められたルール
を遵守するなど「基本に忠実な仕事
をする」よう指示しています。
――多くの要職を経てこられました
が、これまでのお仕事についてお聞
かせください。
プロフィールにあるとおり、主に

資産課税系統の仕事をしてきました。
資産課税課は通算11年、資産評価官
２年の合計13年経験し、その他の部
課勤務を含めると、今までの勤務年
数の約６割（通算24年）が国税局勤
務です。
上野税務署長のときは単身赴任で

した。後でお話しますが「アキレス
腱断裂」事件があり大変なこともあ
りましたが、今回「伊勢志摩サミッ
ト」のワーキングランチ・ディナー
の乾杯・食中酒として上野税務署管
内のお酒が選ばれ大変に嬉しく思っ
ています。
法人会との関係では、平成17事務

年度に高松局徳島税務署副署長の１
年目の担当が、管理・徴収、法人・
酒担当でしたので、法人会の皆様方
に大変お世話になりながら、法人会
行事にも積極的に参加させていただ

職員の能力を活かせる
職場に
――赴任されて１カ月余りですが、
署内の雰囲気と就任に当たっての抱
負をお聞かせください。
名古屋中税務署は名古屋国税局管

内中一番大きい税務署で、職員個々
のモチベーションは高く、各部門と
も非常に活気があると感じました。
職員のモチベーションや能力を十

分に活かせるような、明るく風通し
の良い活気ある職場環境づくりが署
長として最も重要なことと考えてい
ます。
――職員にはどのようなご指導をさ
れていますか。
我々の使命は「納税者の自発的な

納税義務の履行を適正かつ円滑に実
現する」ことであり、納税者サービ
スの充実に努めるとともに、適正な
申告を行った納税者の皆様に不公平
感を与えないよう、適正・公平な課
税・徴収に努めることです。
そのために職員には①仕事をして

いく上での大前提として「（家族を
含め）健康第一」であること。②一
人で悩まず、お互いを尊重しながら
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でも）すだち、そして「金ちゃん
ヌードル」が徳島の会社の商品であ
ることを初めて知ったことなど、良
い思い出がいっぱいあります。
変わった経験では、２年目の総

務・広報、個人・資産担当のとき、
さだまさし原作の「眉山（びざん）」
という映画を徳島市で撮影していま
して、そのなかの重要なシーン（宮
本信子が重要な書類を税務署の封筒
に入れて保管し、後日松嶋菜々子が
その税務署の封筒を開けるシーン）
で「徳島税務署の封筒」を使わせて
欲しいとのオーダーがあり、急きょ
既存の封筒に「イータ君のイラスト」
を大きく編集して渡したところ、映
画のシーンでイータ君がアップとな
り「イータ君がスクリーンデビュー！」
と「局報　たかまつ」にも掲載され
ました。
――昨年、法人会の全国大会が徳島
でありました。すだち、美味しいお
酒、鯛めしをいただきました。
阿波踊りの開催中以外は、これが

県庁所在地かと思うほど人通りは少
ないです。もしまた行かれることが
ありましたら是非“すだち”をお買い
求めください。阿波踊りが終わると
路地ものがど～んと出て安くなります。

徳島ラーメンも食べてください。
肉を乗せるのが特色で、いくつか有
名店があります。また、大塚美術館
に展示してある作品は、本物の原寸
大で陶板で作られていますから、世
界の名画に直接手で触れることがで
きて感動します。

自然いっぱいの中で
育った
――お生まれはどちらですか。少年
時代の思い出をお聞かせください。
富山県黒部市です。黒部と聞くと

黒四ダムを想像され、「ずいぶん山
奥のご出身ですね？」と言われます
が、私の育ったところは富山県でも
数少ない海水浴場のある場所で、兄
と姉がいる末っ子として生まれまし
た。
実家が米の兼業農家だったので、

田植えや稲刈りなどよく手伝わされ
た記憶があります。また、夏は小学
校にプールがなかったので海水浴場
での水泳の授業、冬は近くのスキー
場でスキーの授業など、自然の中で
育ちました。
今では暖冬の影響で積雪もそれほ

ど多くはありませんが、昭和38年の

豪雪では２階の窓から出入りした記
憶は鮮明に残っています。
ちなみに、中学校では吹奏楽部と

サッカー部、高校では硬式テニス部
でした。
――税務署に入られたきっかけは？
高校は普通科でしたので進学希望

でしたが、一番仲の良かった友人か
ら「税務職員試験を受けるけれど一
人では心細いので一緒に受けてくれ
ないか」と頼まれ、急きょ書類を用
意して期限最終日に申し込みました
が、その友人は一次試験で不合格に
なり、結果私のみが合格して税務署
に入ってしまいました。その友人は
地元で中華料理店を経営しています。
――最初の赴任地はどこでしたか。
一宮税務署でしたが、大学の夜間

部に通学するため２年のみ勤務後、
千種税務署に異動させてもらいまし
た。当時は緑区の独身寮から通って
いましたが、職場や寮生活（６畳二
人部屋）において、先輩方から昼夜
を問わず厳しくも熱い指導を受けた
最初の数年間の結果が、現在の私の
基礎となっていると信じています。
――e-Taxの利用率アップ、ICT申
告の普及・拡大に向けた今後の方向
性と、来年１月から始まるマイナン

広小路夏まつりの野口署長　8月20日朝日神社
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バー制度の運用についてお聞かせく
ださい。
e-Taxについては、名古屋中法人

会におかれては利用拡大に向けて積
極的に取り組んでいただいています
し、ダイレクト納付の周知活動もし
ていただいており、この場をお借り
して改めて感謝申し上げます。
マイナンバー（社会保障・税番

号）制度は、より公平な社会保障制
度や税制の基盤であるとともに、情
報化社会のインフラとして国民の利
便性の向上や行政の効率化に資する
ものです。
納税者の皆様におかれましては、

住宅ローン控除等の申告手続におい
て、平成28年分の申告から住民票の
添付が省略できるなど、利便性の向
上に繋がると考えています。
法人番号については、マイナン

バーとは違い利用範囲の制限がない
こと及び国際認証の取得をしている
ことから、国内のみならず国際的な
流通において共通の企業コードとし
て活用することにより、各企業が独
自で管理していたコスト（負荷・事
務量）の軽減に繋がると考えています。
来年１月以降、確定申告書や法定

調書へ番号を記載することになりま

すが、なりすましを防ぐため、税務
署提出時における本人確認など、引
き続き周知、広報に努めていくこと
としております。
――当法人会は昭和24年に母体が生
まれ、48年に社団化、平成24年４月
１日公益社団法人として新たに発足
いたしましたが、これは永年にわた
る税務当局のご指導・ご支援の賜物
と深く感謝申し上げます。法人会活
動についてアドバイスをお願いします。
名古屋中法人会は、公益社団法人
として納税意識の高揚の啓発並びに
地域社会への貢献活動など充実した
事業を展開されており、名古屋国税
局管内の法人会の中でもトップクラ
スであり、牽引役であると思っています。
今後とも各種の事業活動が活発で
充実したものとなりますよう、引き
続き、各種会合等に出席させていた
だき、緊密な情報交換を行い、名古
屋中法人会と私どもとの相互信頼関
係、協力関係を一層強固なものとし
ていきたいと考えております。

積極的に各行事に 
参加したい
――法人会は「広小路夏まつり・昇

龍みこし」の協賛、「TAX杯・ミ
ニサッカー大会」「暮らしの税金
展」「名古屋ニコニコランド2016」
「みんなに笑顔を　クラウンがやっ
てきた」など地域社会の健全な発展
に寄与する社会貢献事業を積極的に
開催しています。先日は署長さんに
は広小路夏まつりにご参加いただき
ありがとうございました。
着任早々広報誌を拝見させていた

だきましたし、理事懇談会にも参加
させていただきましたが、その事業
計画の数、規模に大変驚きました。
広小路夏まつり（８月20日・21

日）に参加しましたが、大変に楽し
かったです。今後も多くの社会貢献
事業を企画されていると伺っており
ます。私としましても、積極的に各
種事業に参加したいと考えております。
――何か健康のためにしておられる
ことはありますか。
見てのとおり「メタボ体質」です
ので、健康のために何かしなくては、
と思っているのですが、正直何もし
ていないのが実情です。
ただし、10数年来体重は減少気味
で増えていませんし、最近は妻から
の厳しい指導もありまして、夕食時
は最初に生野菜を食べるようにして
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います。
――信条や大切にしておられる言葉
をお聞かせください。
「健康第一」が信条です。上野税

務署の単身赴任時に、局での打ち合
わせ会出席後の帰宅時、地下鉄市役
所駅の階段で「まもなく発車しま
す」の放送につられ階段を駆け降り
たとき（久しぶりのダッシュ？）に
階段を数段踏み外し、左足のアキレ
ス腱を断裂したのですが、伊賀市へ
戻らなければと、地下鉄名古屋駅か
ら壁伝いに名鉄バスセンターに行き
伊賀市の自宅へ帰りました。すぐに
手術したほうがいいと言われたので
すが、とりあえずギブスをしてもら
い仕事をこなし２週間後に手術して
２泊３日で退院しました。単身赴任
でしたからズボンを履くときは座っ
て、お風呂はゴミ袋で覆って入りま
した。生まれて初めての入院、手術、
ギブス・松葉杖生活を数カ月した経験
から改めて「健康第一」を痛感しました。
署長室の入り口の壁に「健康にま
さる幸福なし」の額が掲げてありま
すけれど、毎日前を通るたびに実感
しています。
大切にしている言葉は「明確な人

生」という言葉で「人間にとって生

と死は確実であるので、生きている
間は明確に生きたい＝悔いのない人
生を送りたい」という趣旨です。
また、前任の課税第一部次長室に
作者、出典は不明ですが「日常の五
心」「四季の詩」（※）が提示して
あったので、これも毎日肝に命じて
いました。
――趣味をお聞かせください。
趣味に至るようなものはありませ
んが、強いて言えば夫婦二人で温泉
などの小旅行には行きますので、旅
行でしょうか。
――休日はどのようにお過ごしですか。
現在、豊橋市から朝６時半に家を

出て片道約２時間かけて通勤してい
ます。プライベートを含め名古屋で
の懇親会も多く、遅く帰宅する日が
多いので休日はもっぱら休息日と
なっています。
――いま当法人会は組織率低下によ
る財政基盤の弱体化など大きな課題
を抱えています。ご助言をお願いし
ます。
組織率低下は法人会に限ったこと

ではなく、他の税務協力団体におい
ても懸案事項となっています。名古
屋中法人会におかれましては公益社
団法人として魅力ある社会貢献事業

を積極的に開催されております。こ
れらの事業活動が名古屋中法人会の
認知度を高め、今後の組織率の向上
に繋がるものと期待しています。
私どもといたしましても、法人会

の活動が一層充実したものとなるよ
う、これまでどおり皆様方の事業活
動をできる限りサポートしていきた
いと考えておりますので、よろしく
お願いしたします。
――こちらこそ、これからもご支援、
ご協力賜りますようお願い申し上げ
ます。

※
 「日常の五心」
ハイという　素直な心
すみませんという　反省の心
わたしがしますという　奉仕の心
おかげさまでという　合掌の心
ありがとうという　感謝の心

「四季の詩」
人に接する時は　春のように温かく
仕事をする時は　夏のように熱（い)心
考える時は　秋のように澄んだ心
己を責める時は　冬のように厳しく

野口 洋氏
■プロフィール
昭和32年３月生まれ
50年４月　名古屋国税局　総務部　総務課
51年６月　一宮税務署　所得税・資産税部門

平成８年７月　名古屋国税不服審判所静岡支所　国税審査官
10年７月　磐田税務署　資産課税部門　統括国税調査官
11年７月　名古屋国税局　課税第一部　資産税課　主査
13年７月　浜松西税務署　資産課税第一部門　統括国税調査官
14年７月　名古屋国税局　課税第一部　資産課税課　課長補佐
17年７月　徳島税務署　副署長（管理・徴収、法人・酒担当）
18年７月　徳島税務署　副署長（総務・広報、個人・資産担当）
19年７月　名古屋国税局　課税第一部　国税訟務官室　国税訟務官
21年７月　名古屋国税局　課税第一部　資産評価官
23年７月　上野税務署長
24年７月　名古屋国税局　課税第一部　資産課税課長
26年７月　名古屋国税局　課税第一部　課税総括課長
27年７月　名古屋国税局　課税第一部　次長
28年７月　現職
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景気討論会

景気拡大の持久力が試される
日時／平成28年7月14日㈭　14：00～16：00　　会場／ウエスティンナゴヤキャッスル2F　青雲の間

7月10日の参院選直後に開催した景気討論会では、安定
政権下、国の経済政策をより長期的な視点を求める意見が
出されていた。
選挙で国政の信認を得た安倍政権の経済の現状と将来に

ついて討論された。
企業の設備投資計画は底堅いとする一方、英国の欧州連

合（EU）離脱決定などによる円高圧力、中国発の金融不安
の懸念があり、景気拡大の持続力が試されているという見
方で一致した。

司会　山崎 浩志氏 ウエスティンナゴヤキャッスル　青雲の間

海外経済の減速を懸念 欧州と中国のリスク

衛藤 公洋氏 美和 卓氏

〇投資と雇用が慎重になる英国・欧州大陸の企業
〇家計が消費を抑えて景気の下押しにつながる
〇保護主義の波及

〇欧州経済の減速
〇中国発の金融不安

英EU離脱の影響
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社長の“やる気”サポート

主催／日本経済新聞社・(公社)日本経済研究センター
後援／(公社)名古屋中法人会・(一社)中部経済連合会・中部経済同友会・名古屋商工会議所

ウエスティンナゴヤキャッスル　青雲の間

経済戦略は長期的な視点 新たな事業に挑戦

小峰 隆夫氏 加藤 宣明氏

〇欧米に遅れている経済的な知見
〇長期的な視点に見直すアベノミクス
〇働き方改革・社会保障改革

〇岩盤規制の改革、地方分権、自由貿易圏の拡大
〇オープンイノベーション
　産官学・異業種の連携
　外国人を地域に呼び世界の知恵を結集

講師／デンソー取締役会長 加藤 宣明氏 野村證券チーフエコノミスト 美和 　卓氏
日本銀行名古屋支店長 衛藤 公洋氏 日本経済研究センター研究顧問 小峰 隆夫氏

司会／ 日本経済新聞社東京本社
編集局次長兼経済部長

山崎 浩志氏

日本の経済政策
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3法人合同税務研修会

平成28年度税制改正の実務ポイント
日時／平成28年6月15・16・17日　13：30～16：30　　会場／昭和ビル9Fホール　　主催／名古屋中法人会、千種法人会、昭和法人会
講師／税理士法人名南経営 理事長　吉田 勤氏、木村 健一氏、池田 祐介氏、松井 達也氏、志水 賢氏　　出席者／3回述べ486名

消費税軽減税率制度研修会
日時／平成28年6月28・29日　9：30～11：00　14：00～15：30　　会場／昭和ビル9Fホール

講師／名古屋中税務署法人課税第一部門統括国税調査官　広 勝巳氏　上席国税調査官　杉山 知弘氏　経済産業省産業部中小企業課課長補佐　柳原 康代氏

成功志向の法人税改革を推進
【主な改正内容】
◆法人実効税率の20％台への引き下げ
◆法人事業税の税率引き下げと外形標準課税の拡大
◆建物付属設備・構築物の「定額法」一本化
◆地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の創設
◆医療費控除の特例（スイッチOTC薬控除）
◆住宅ローン控除・投資型減税の拡充
◆消費税の軽減税率の導入

消費税の軽減税率制度が導入される
【研修内容】
１．消費税軽減税率制度に関する改正
　◆軽減税率制度の概要
　◆軽減税率の対象となる課税資産の譲渡
　◆区分記載請求書の記載事項
　◆税額計算
　◆適確請求書の保存方法（インボイス方式）
　◆各種改正の施行時期
２．軽減税率制度導入に係わる事業者支援対策

講師　池田 祐介氏

講師　杉山 知弘氏講師　広 勝巳氏 テキスト

テキスト

昭和ビル9Fホール

講師　松井 達也氏

講師　柳原 康代氏

税務研修会
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社長の“やる気”サポート

メンタルリスク対策セミナー
日時／平成28年6月27日㈪　15：00～16：30　　会場／昭和ビル9Fホール　　主催／名古屋中法人会・千種法人会・昭和法人会
共催／AIU損害保険・大同生命保険　　講師／ドリームサポート社会保険労務士法人・特定社会保険労務士　大野 ゆかり氏

法人税の体系と税務を学ぶ
【セミナーの主な内容】
◆法人税の基礎事項 ◆収益の税務
◆資産の税務 ◆費用の税務
◆損失の税務
◆完全支配関係がある法人間の取引の損益
◆圧縮記帳 ◆引当金、準備金
◆借地権 ◆組織再編税制
◆信託税制 ◆海外取引の税務
◆外国法人に対する課税原則
◆特殊な団体の税務 ◆公益法人の税務
◆税額計算、申告、納付
◆消費税の取扱い
◆帳簿書類の電磁的記録による保存制度

ストレスチェック制度の義務化
企業の要は何と言っても「人」。経営者も従業員もイキイキと働くか

らこそ会社の発展がある。
「毎日会社に行きたい」と思える会社を作りたい。「ずっと働き続け
たい」と思える会社を作りたい。これは社長も社員も共通の願いである。
平成27年12月1日に労働安全法の改正により「ストレスチェック制

度」が義務化された。
近年、「過重労働、精神疾患、セクハラ・パワハラ被害」の社員が増

加している。
メンタルヘルス対策はリスク管理の中で大きなウエイトを占めるよ

うになっている。このセミナーでは新たに求められている企業の安全・
健康配慮義務、ストレスチェック制度の理解や労災補償・損害賠償な
どの関連性について解説が行われた。
【セミナーの主な内容】
◆メンタルリスクの現状と背景
◆企業の安全・健康配慮義務
◆ストレスチェックの実施体制
◆職場でのメンタルヘルス対策のポイント
◆質疑応答・個別相談

講師　小掠 めぐみ氏

講師　大野 ゆかり氏

テキスト

3法人会合同税務研修会

第22回 やさしい法人税セミナー
日時／平成28年9月7日㈬～10月11日㈫　13：30～16：15　述べ6日（コーヒーブレイク・質疑応答を含む15時間）　会場／昭和ビル9Fホール

講師／税理士　小掠 めぐみ氏　主催／名古屋中法人会、千種法人会、昭和法人会　出席者／100名

3法人合同事業
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